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Ｊストリームは、動画広告の効果に関する調査を実施 

～ 動画の活用により掲載直後の詳細ページ誘導率が１．７倍に ～ 

 

株式会社Ｊストリーム（マザーズ：４３０８ 代表取締役会長兼社長：白石 清）では、動画広告の効果測定の基

準となるサービス紹介ページへの誘導率についての調査を実施しましたので、結果を発表いたします。 

今回の調査では、動画とテキストリンクを表示した記事と、画像とテキストリンクを表示した記事とを比較する

ことで、動画を利用したページの方がより多くのリンククリックを誘発することが明らかになりました。 

調査方法：時間差Ａ／Ｂテスト 

「japan.internet.com」の「特集・インタービュー記事」コーナーに、当社のサービス紹介を行う 

動画あり記事（Ａ）と動画なし記事（Ｂ）を、日替わりで設置。サービス詳細ページへの誘導数を１４

日間にわたり計測。 

調査期間：２００８年９月１日～９月１４日 

記事総表示回数： ２，７６４回 

 

■調査の詳細と結果概要 

調査画面イメージ 

（Ａ）動画あり記事                         （Ｂ）動画なし記事 

 

↑サービス詳細ページ 

（誘導先ページ）

←記事ページ（Ａ） 

↑サービス詳細ページ 

（誘導先ページ）

←記事ページ（Ｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※協力（japan.internet.com） 

 

掲載記事は２ページで構成され、各ページに２つずつ、計４つの動画（または画像）とテキストリンクが設定され

ている。 



更新状況：グラフ１のとおり、１日毎に（Ａ）（Ｂ）を入れ替え表示。（土日に関しては作業が出来ない為、

一部連続している） 

 

記事ページ・TOPのPV
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上記計測より、下記のような結果を得られた。 

 

①動画あり記事のページ（Ａ）からサービス詳細ページへ誘導した値が、動画なし記事（Ｂ）の場合よりも１．３４

倍（アクセスの多い掲載直後２日間においては１．７倍）多くなった。 

②動画あり記事（Ａ）の動画表示ボタンのクリック率（動画閲覧率）は、ほぼ３０％となった。 

③動画の視聴時間は、尺が１分前後のもので全体の５０％、３０秒弱のもので８０％程度となった。 

 

 

＜① サービス詳細ページへの誘導率の比率＞ 

２週間の総アクセス数は２，７６４件。 

（Ａ）及び（Ｂ）の誘導率を比較すると、２週間トータルではグラフ２のように動画あり（Ａ）の方が動画なし（Ｂ）より、

１．３４倍サービス詳細ページへ誘導したという結果が得られた。 

 

全期間における誘導率の比較  
グラフ２

動画あり
（Ａ）

動画なし
（Ｂ）
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また、記事の公開直後で注目度の高い２日間においては、グラフ３のように動画あり（Ａ）の方が動画なし（Ｂ）

に比べて１．７倍多くの誘導率が得られた。 

 
掲載直後の２日間における誘導率の比較 
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＜② ［補足］ 記事ページにおける動画のクリック率＞ 

動画あり記事（Ａ）における動画再生プレイヤーのクリック率は２９．１％弱となった。 

 
動画再生　クリック率　（平均29.1％）
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＜③ ［補足］ 動画の視聴時間に関して＞ 

動画あり記事（Ａ）に掲載した４本の動画の平均視聴時間は、１分程度の尺の映像３つにおいては全体の６０％

弱、２３秒の尺で８２．６％（１９秒）となった。 

 

平均視聴時間
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■Ｊストリームの今後の展開について 

インターネットを用いたプロモーションやブランディング展開が増えるに従い、ユーザーを惹きつけるために映

像を用いたり、理解の難しい商品やサービスを、映像を用いて補足説明したりする機会が増加してくると考えら

れます。 

Ｊストリームでは、こうした企業活動をサポートするために、今回のような企業の施策実施の一助となる調査を

行いつつ、企業ユーザーの利用しやすい配信プラットフォームや負荷分散、映像／ウェブサイト制作能力など

を引き続き提供してまいります。 
 
 
＜ご参考＞ 
■株式会社Ｊストリームについて 
社名（商号） ：株式会社Ｊストリーム （マザーズ：4308） 
設立  ：1997 年 5 月 
代表者  ：代表取締役会長兼社長 白石 清（しらいし きよし） 
本社  ：〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 3-25-18 渋谷ガーデンフロント 10 階 
   Tel： 03-4363-7000  
大阪営業所 ：〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜 1-2-6 新ダイビル 9F 
   Tel： 06-4796-6160 Fax： 06-4796-6166 
ＵＲＬ  ：http://www.stream.co.jp/ 
事業内容 ： 
（1） インターネットや携帯電話網等を利用した、映像／音声／画像データ等の配信サービス 
（2） 映像／音声／画像データ等の配信に関連する各種 ASP サービス 
（3） 映像／音声データの配信に関連するソフトウェア・ハードウェア等の開発・販売 
（4） インターネットを利用した配信に関するコンサルティングサービス 
 
■本件に関する報道関係お問合わせ先 
株式会社Ｊストリーム 営業企画部 担当：平山 
TEL： 03-4363-7055 Email 用コンタクト URL：http://www.stream.co.jp/contact/ 
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